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卵巣に関する二・三の観察
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臓　義彦・高橋　博・田村和子

太平洋測のサンマ漁業は集魚億利用の樺受網漁法によって8月から12月にかけて行覆われるのが主なも

のであり・例年北海道東方海域にはじまって・次第に南下しI12月には常盤海域に遷して終漁と在る。そ

してとの期間に漁捜美れるサンマは1950年代後半から19dO年代初期の40－50万トンを最高に，最近

数年は2D万トン台となり，川68年にはわずか15万トンにすぎなかった。

一方サンマに関する研究は東北海区オ産研究所を■中心にして，関係各機関による組織研究と怒り，各適当者

が参集し，情報の交換・調査の方法・問題点などが報告．討議され，その間に多くの重要な研究がなされて

いる。

著者等は地理的条件から・主として漁期後半に漁獲されるサンマの調査を行なっているが，昭和42年，

同45年に採集したサンマの観察で得た二・三の結果をここに報告する。

本論に入るまえ忙■標本採集・測定に御助力いただいた当水試・資源部の諸氏，および本調査実施の機会

を与えてくださった当水試場長・岡田立三郎氏に感謝いたします。また北海道釧路水試．内藤政治氏，千葉

県水試・安原　宏氏には耳石あるいは卵巣の標本を送っていただいた。そして当研究に要した費用は「全国

さんま漁業協会」におうところが多く，同協会参事・田中芳郎氏には種々御世話になった。あわせて決謝レイー

たします。

材料および方法

本報告に用いたサンマは昭和42・45年に棒受網漁法で漁捜されたもので，大部分は18月から12月

にかけて茨城県都珂湊港に水揚げされたものである。なか卵巣卵の観察に供したサンマのうち魚体の大きい

ものは8月から9月に採猿したものが多い。

採鎧は入港船のある日は出来る限り行をレ，入港船1－4袋について，1糞当り100尾ずつ体長，体重

を測定した0測定数は昭和42年が約8，0DD尾・同45年が約5，000尾である。魚体測定後のサンマはさら

に測定群ごとに大（召し：29Oe椚以上）・中（BL：24．0－28．9印）・小（BL：25，9叫以下）の三型にわ

け・型別に脊椎骨数・耳石・雌雄・生殖腺重量などを観察した。型別の調査尾数は各々50尾としたが，大

型サンマは混狂尾数が少をく十分集まらをかった。

鞋量測定後の生殖蠍のうち卵巣は適宜10飾ホルマリンあるいはブアン液で固定し，卵巣卵の組織形態の

観察に供した0供試個体数は約50尾で・型別には中型が多く・墓量では1・OKダ以下のものが多い。検銘標

本はParaff土n　法で，厚割は10m，染色はDelafieldS h…matOy柚とeosinの二駁染色と・した

観　察　結　果

（1）魚体組成について

10月以降終漁までの日別・魚体塾別混獲割合と，1m間隔の旬別・体長頻度分布を図－1，図－2に示
■▲
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した0夜も、ここで区別した各型を・常闇（1957）・堀田（1960）†渡辺（19“）の報告している系統

群と体長にあて掠めると・中型魚は春生れ系統群の1・5年魚，小型魚は秋生れ系統群の1．0年魚に相当し．

大軋魚虹秋kれ調統群の2・0年魚あるいは春生れ系統群の2・5年魚に相当する。

昭利42年は体長モード25′－27

伐の中捜魚が多く，同45年はモード

25～24蝕で，中型と小型の分岐点

であった。大部サンマは10月に数飾

泡粧されたが，その後ほとんど得られ

なかった。をか大型サンマは耳石の形

態・脊椎骨数・卵巣の状態夜どから秋

4月L系統群の2．0年魚がほとんどであ

った。

（2：・卵巣乱立について

fl二死激鼎立の測定は，各輿のサンマ

の卵巣について行ったが，ここでは主

として漁犯サンマの中心である中型サ

ンマの卵巣の測定結盟を述べる（図・5）

たもり＝いたサンマの体長は26と花台と27

ぐ潤ffiである。

中興サシマの卵巣取立は，両年とも漁期

が進むにつれて増加の傾向があれ昭和42

年では11上川・∫旬ごろまで0．1～D．2㌢台

目月下旬で∩・5g台・12月上旬から中

旬の軽執時で0・4～0．5g台であった。ま

た2例であるが1日川コ旬に0．5才以上に

津している群があった。一方昭和45年の

も仁軒㍉10上伸句から11月上旬にかけ

て，前年度のものより高い値を示していた

が・その後はほとんど増大せず12月上旬

で0・5g程度であった。

大型サ／マ仕両年とも繍定数が少ないが．

0・5～〇・1㌢のものが多く，1．0g以上の

もむ虹少なかった。

小型サンマは日鋼M5年の漁期の測定結

架けよれば．体長22e糀台で挽期末に0．1

■■人肌レ2”叫以一・・零■中．払：2－289⊂コ小肌：21，11下

冤　　1当。　1％q　1％0　　11．ぺq lljO

図1サンマ型別漁獲割合
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図　2　サンマ旬月し体長組成
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〆前後・体長25～24ぐれ台で0．2㌢前

後であった。

（5）卵巣卵の縫紋形態について

サンマ‾の生殖腺は，重量・卵経・卵数

などについて多くの報告がある（久保■

・54・封atanaka　一一58・小達　■156）．

しかし周巣卵の組織形態に関する報告は

なされていない。ここでは漁獲サンマの

多くが有して云る五畳1．0才以下の卵巣

に含まれている卵巣卵の観察結果を述べ

る。なかここで用いた卵巣卵の各stage

●　の呼称は山本（1954．′58）の報告に

準じた。
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用いたサンマの体長と卵巣重量は図・

4に示した。採集時期は大型サンマが主として漁

期の前半，中・小型サンマが漁期の後半である。

中型魚：卵巣吏蓋0．1－0．5才で虻peri一

mcleolusstage（PL．1‥佐1）と，少数の

y（つ1kveGyClentage（PL．1，ノ広2）の卵巣卵

が観察され，ロ．5㌢を越えると極く少数であるが，

－yOlkstage（PL．1，ノ広5）のものが認められた。

そして0．8gではすでにmaturat土OHGtnge

（PL・2，ノ佐7）に逮しているものがあり，同日tage

●に加えてmlgr。＿い汀ym。1。uSれユge（PL

1，彪5），prematunationRtage（PL．1，

㌍8　1舛0・　■‰　1％＿1㍍　一％　lンも　1類0

5　中型サンマ（春生れ系統）平均卵巣重量
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ノ広占）が観察された。また1例であるが体長25．
図　4　卵巣卵の観察に用いたサンマ体長と卵巣重量

5叩．卵巣吏こ鼠D．84gでdegenerating

OOcyte（PL・2，ノ佐9）と思われるものが観察され，ripe egg stage（PL．2，ノ広8）と思われるものは

1・8才の卵巣で見られた。なお山本（1954．′58）はy01k stage　をさらに三段階に区別しているが，

本観察でも5ecOndary yolk stage（PL．1，彪4）に相当すると患われる卵巣卵が0．4g台の卵巣で見ら

れた。しかし形態だけでの区別は必ずしも明確ではないので，ここではそれぞれを区別しなかった。

大型魚：昭和42年に採集した卵巣では0．5㌢台ですでに少数のyolk Stageの卵巣卵が認められ，

1．2タ・前後の卵巣で同stageより進んだstage　の卵巣卵が観察された。・一万45年に採集した卵巣では前

年のものと比較して，似い段階のものが多く，．0．7～0．8才でyolk vericle stage　であった。

小型魚：観察数が少ないが，0．1才前後ではyolk vesIcle st∂・ge　で．0．2㌢前後ではすでにyullく



－2　0一・・・

Stage　に達しているものがあった。

堀　義彦・高橋　惇・田村和子

論　　　議

管問（1957）・堀田（19d O）は漁獲されるサンマが異質のこ系統群からなっていることを報告し，

堀田（19占4）虻漁犯の主体に単一系統群の年（春生れ系統群・中型魚）と両系統群の年（秋生れ系統群・

大型魚と春生れ系統群・中鋤魚）があれ現在の約法となってから，いわゆる特大型魚（春生れ系統詳）は

漁考＿貴の主体になら孜くなったことを報告し，福島（195d）は汲期が進むにつれて漁狂されるサンマの魚

体が小型化する傾「加があると述べている。一方小林等（1988）は秋生れ系統群の成魚，つまり大型魚の

貰合様式を調査し．サンマが一定の熟度に遠すると，サンマ自身の生酒が変化して，漁粧され難くなり，そ

の別封は遅い年で10月中旬であると報告している。本調査で得た結果はわずか2漁期の結果にすぎないが，

やけ川魚休の大きいサンマの混独割合は少布く，申あるいは小型魚が主体であった。ここで問題となるのは

両年の熟覧サンマのモードが異なっていることで，菅間（1957）・堀田（1960）・渡辺（1968）

の系統許・成長・産卵充どの研究紆巣に従えば，昭和42年10月以降に主として漁犯されたサンマがいず

れの系統に属するかは必ずしも明確でない。もし秋生れ系統許の小型魚であれば洒1年後に大型成魚として

弼莞されるであろうし，春生れ系統群の中型成魚であれば，1年後には特大型魚となって．ほとんど漁拉さ

れないことに覆る。今後このようを体長のサンマが漁鎧の主体となるととが稀であったとしても，全体との

m達において十分を調査が必署であろう。

サン／マ⊃卵巣卵の紐級形態についての報告はなされていなかったが，およその観察を行をうことが出来た

その結果によれば魚体の大小に関係浸く，南下期に沿狂されるサンマの卵巣卵のStagCはyol正vesicle

Stage　あるいはyOlk stage　であるといえる。そしてyolk s ageの末期には漁猥され難くなるとい

える。サンマの成熟．変については久保（1954）・小達（1958）が肉眼観察・重量・卵経をどを用い

て報告し、それぞれ5段階・4段階に区別している。若者等はこれらの報告と本報告の結果をもとに，系統

群ごとの成魚の熟度を次の5段階とした。

A　未熟前期：中型魚の卵巣試豪0．4㌢以下。オ型魚0．8g以下。卵巣には趣く少数のyolk stageの

卵巣卯が含まれている。タ健也0．4舵耽以下で，肉眼で由ほとんど卯粒を認められないい

正　二　貢払後期：ql互旦魚0．4～0＿8g，大聖魚0．8－1．2g，yOlk Stageの卵巣卵がふつうに観察され

る＝卵巣駕を通して少数・笹卯粒を区別出来る。卯径は大型のもので0．5正価前後である。久保（1954）・

HATAtmFA（195占）はD▲5m附近に一つのモードがあることを報告している。

じ　成糾調：中型魚口・8g以」1大型魚1・2g以上　mlgratOry nucleus　8tageよ少以後の段階の

卵黒卯が含まれている。卵従は0・8糀乃前後に連している。肉眼による卵粒の判別は容易である。この時糊の

卵巣卵の熟度扶短肺問に進行すると思われる。

D　≡託無用：本詩・冒蜜では高い重点Ⅵ卵巣はほとんど得られをかったが，1．8才の卵畠でripe egg Stage

が例祭された。し木し㌍際に於卵するのはさらに高レ1夏鳥とたってからであろう。久保（1954）は2．0

才，小達（195d）は5．0㌢以一上としている。

1　回視差」：久イ六ミ（1954）は産郎直後のものとして，この翔を設けている。本観察ではdegenerat－
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irlC　00CytC　と且しわれか師馳卯か相加やかた例が2例もるが－　こ．からがこl∴）jJル∴川rJ‾ふう・ノ＿．う：て■′二川申．

かでない。また昭利45年に観察された大雄■j魚町扁い和雄耳一症で低い卿射－）も（・・’ル　l二二か小一■川ン′てこ∴′付一

型魚であるとすれば．この期匿朴増すムこと作なる。FJりことについて虹某紙緋とリJ保1i射⊂｛上＝）小てこr‾）ト一一位

討すべきである。

小林等（19占8）は小道（1958）の熱度段階をもとに生活年回期を区別している。ここにホした薄

皮段階はすでに報告されているものと大差がなレ。中型魚も漁期には成魚軌に連しているものとして，ノ■・ト

等（1988）が秋生れ系統群の大型成魚で報告してし′ゝる生活年周損を中型成魚にも適用できるとすれば，

中型成魚の索画期から産卵準備期えの生活年周期の移行は卵巣蚤立0．4g前後と査る。もちろんこのこと圧

単なるめやすにすぎ孜レ。中斑成魚や有している諸種の屈性について，各々の牛用用に対応した集なり腑一㌧

を具体的に検討することによって明らかとなろう。

要　　　約

1．昭和川2・同45年の10月から終漁ほでに訓丑したサンマについて，魚体組成・卵巣五揖・卯喜郎（7－‾〕

組級形態などの観察結果を報告した。

2．昭和42年江住長25～27C呵⊂モードがあり，回45年は25～24cmで，大村けンマは両年とも少

なかった。ロi和45年に見られた体長25～24cmにモ【ドをもったサンマがいずれn糸続に属すふふ吊明

らかでなレ。

5．中型サンマの平均卵猥談罠聴，昭和42年が12月中旬の堪約時でロ．‘l～0．5㌢，同45年が机D・5㌢

であった。

4．卵畏卯の組撒槻整凝裸では，測＿1三サンマリ卵狼卵抽こtとんとがyulk veJ；icl（Staqe　来りい仁、yl‾ノ］k

sta＿gC　のものであ二，た。昭和45年（つ大型魚虹やヤ伏しへL－：■しこ」．誓いであった。

5．卵黒卵の形態・卯見通＿二呈二と・卵．径などからサンマ成魚J）熱薩を未熟綱川・同役Jこり・成東鮒ト完熟期・回沈．

川の5段階に区別した。
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麒1　PerトnucleoluS Stage

ノK2　yblk vesid】e stage

J佑5　Primary Yolk stage

瓜4　Secondary Yolk stage

彪S Migratory mucleu88tage

瓜d prematuratiun　8tage

瓜7’matqration Stage

必8　Ripe egg　8tagや

彪9　DegノeIlerating oocyte
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